
1 

令和５年１１月３０日 

大麻小学校 関係者の皆様 
江別市立大麻小学校  

校長 鈴木 直道 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査 

本校児童の学力・学習状況の分析及び改善策について 
 初冬の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より本校の
教育活動にご支援、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 
 さて、8月 31日配付の学校だよりで今年度の全国学力・学習状況調査の結果の概要についてお知ら
せしておりましたが、さらに詳しい状況分析及び改善策についてお知らせをいたします。 
本校では、結果の分析から得られた課題の改善に努め、子どもたちに確かな学力を身に付けさせてい

きたいと考えておりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１．平均正答率からの分析 
（１）本校児童の教科別理解度（全国平均正答率との比較） 

教 科 国  語 算  数 

結 果 同様である やや上回っている 

 

（２）本校児童の領域別理解度（全国平均正答率との比較） 
 
２．各教科の分析と改善策 

国 
語 

分類 
学習指導要領の内容 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 

区分 言葉の特徴や使い方 我が国の言語文化 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 

結果 同様である 上回っている 下回っている 上回っている 同様である 

算 
数 

分類 学習指導要領の領域 

区分 数と計算 図形 変化と関数 データの活用 

結果 同様である やや上回っている やや上回っている 上回っている 

 
【国語】 
本校の国語の平均正答率は、全国と同様、全道をやや上回る結果となりました。分類の思考力、判断

力、表現力のうち「書くこと」は、全国正答率より上回りました。一方、「話すこと・聞くこと」は全国
の正答率より下回っており、本校の課題と捉えております。問題形式ごとにみると、選択式や短答式に
比べ、記述式では低い正答率となっていた。問題形式ごとにみると、解答が記号等を選択する「選択式」
や単語を記入する「短答式」に比べ、記述式では低い正答率でありました。 設問の内容を理解し切れて
いないということや、文字数などの条件を満たして書くことに課題があると捉えております。 

 

＜国語：今後の授業・指導の改善点＞ 

◆自分の考えを整理して、他者に伝えることができるようにします。 

◆自分の考えと比較して、他者の考えを聞くことができるようにします。 

◆与えられた条件を整理し、解答に必要な条件を理解できるようにします。 

◆与えられた条件の中で文を書くことができるようにします。 

◆事実と感想、意見を区別し、文章構成を工夫して表現できるようにします。 
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【算数】 
本校の算数の正答率は、全国・全道をやや上回る結果となりました。領域ごとに見ていくと「データ

の活用」が全国を上回った結果となり、「図形」「変化と関数」はやや上回りましたが、「図形」の領域が
他の領域と比べ正答率が低くなっていました。また、中学年で学んだ「図形」の性質について、基本的
事項の定着が不十分であることや、学んだことを日常の場面で活用する力に課題があると捉えておりま
す。また、設問から得られる情報量が多いため、何を問われているのかを捉え、解くために必要な数値
を選択する等に苦慮している児童が多いことがわかりました。 
 

＜算数：今後の授業・指導の改善点＞ 

◆図形領域を中心に、既習事項の定着と活用をできるようにします。 

◆情報を整理し、立式できるようにします。 

◆与えられた条件の中で、解答文を書くことができるようにします。 

◆プログラミング的思考の学習を充実させます。 

◆算数用語や概念を理解し、それを利用できるようにします。 

 
※ 各教科で本校児童にとって特徴的な結果の見られた問題を紹介していますのでご覧ください。 
 

【国語：特徴的な結果の見られた問題①】 

 

１二 書くこと 記述式による解答 

出題の趣旨 

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わる 

ように書き表し方を工夫することができるかどうか 

をみる問題です。 

分析 

問題文の指示や条件（この場合は、「川村さんの文章」 

「カード④」「カード⑤」の３つをもとにして書く）の 

全てを満たして書くことができずに誤答となったケー 

スが目立ちました。指示や条件に合わせて適切に書く 

力を身に付けていく必要があります。 
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【国語：特徴的な結果の見られた問題②】 

 

３二 話すこと・聞くこと 記述式による解答 

出題の趣旨 

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることがで

きるかどうかをみる問題です。 

分析 

１二と同じく、指示や条件に合わせて適切に書く力が不足していることがわかりました。また、無回

答の割合の多さも目立ちました。指示や条件に合わせることと、粘り強く問題に取り組む意識を高め

ていく必要があります。 
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【算数：特徴的な結果の見られた問題➀】 
 

２（４） 図形 思考・判断・表現 記述式による解答 

出題の趣旨 

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数 

を用いて記述できるかどうかをみる問題です。 

 分析 

誤解答の多くは、底辺が同じ長さだという 

ことは指摘しているが、平行な二つの直線の 

幅はどこでも等しいことに着目できずに、高 

さについて具体的な長さが示されていないと 

記述し、このままでは比べることができない 

と判断しているものでした。数値で示されて 

いなくても「高さが同じである」ことを捉え、 

底辺と高さが等しい三角形の面積は等しくな 

るなど、定義を確実に定着させるよう指導し 

ていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

【算数：特徴的な結果の見られた問題②】 

 

４（３）データの活用 思考・判断・表現  

記述式による解答 

出題の趣旨 

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせた 

グラフを読み、見いだした違いを言葉と数を用いて記述 

できるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

「3つの言葉を使って書く」という条件のつ 

いた設問で、無回答が多く見られ、思考・判断・ 

表現の観点と記述式に課題が見られました。解 

くために必要な数値を選択する等、プログラミ 

ング的思考に基づいて、記述する力を伸ばす必 

要があります。 
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３．児童質問紙の結果から  

     
（１）全国平均の上回っている項目（特徴的なもの） 

項      目 

４  自分には、よいところがあると思う 

６  先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで 

教えてくれている 

８  人が困っているときは、進んで助けている 

１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う 

１２ 学校に行くのは楽しい 

１４ 友達関係に満足している 

１５ 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはあるか 

１６ 家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含む） 

１９ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっている（インターネットを通じて教わっている場合も含む） 

２４ 読書が好き 

３８ 授業で学んだことを、ほかの学習で生かしている 

４１ 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる 

４５ 国語の授業の内容はよく分かる 

５０ 物語文を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具体的にイメージし、どのような表現で 

描かれているのかに着目している 

５７ 将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思う 

 

（２）全国平均の下回っている項目（特徴的なもの） 

項       目 

２  毎日、同じくらいの時刻に寝ている 

３  毎日、同じくらいの時刻に起きている 

５  先生は、あなたのよいところを認めてくれている 

７  将来の夢や目標を持っていますか 

１０ 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる 

１７ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日 2時間以上勉強をしている（学習塾で勉 

強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

２９ ５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT機器を、週 3回以上使用した 

３０ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT機器を使うのは勉強の役に立つと思う 

３４ ５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる 

活動を行っていた 

３９ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの 

学習活動に取り組んでいる 

５１ 算数の勉強は好き 

５３ 算数の授業の内容はよく分かる 

５５ 英語の勉強は好き 
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【質問紙の結果から見える課題と改善策】 

①「自分にはよいところがあるか」という質問では、大半の子が自分のよさを捉えており、自己肯定感
をもっている子の割合が高いです。また「人が困っているときは、進んで助けている」「人の役に立つ
人間になりたいと思う」「友達関係に満足している」の質問に対しても、大半の子が「当てはまる」と
回答しており、周りの人たちに対してよい人間関係が築けている子が多くいることがわかります。一
方、「将来の夢や目標を持っているか」という質問には、「当てはまらない」と回答している児童の割
合が高い傾向にあります。自分自身を見つめ将来について考える機会を大切にしていく必要があると
考えます。 

 
②先生は「分かるまで教えてくれている」という質問については、ほぼ全員が教えてくれていると回答
をしています。一方、「よいところを認めてくれている」については他の設問と比較して２極化の傾向
が見られ、「困りごとや不安を相談しにくい」と感じている児童も一定程度いることが分かりました。
児童の自己肯定感を大切にした上で、結果だけではなく取組の過程など、子どもたちの頑張りを広く
見取り認めることと、いつでも相談しやすい雰囲気づくりを進めることが必要であると考えます。 

 
③平日も土日も、１時間以上２時間未満勉強をしているという回答の割合が最も高くなっています。時
間だけを評価するのではなく、そこに費やしている学習内容や学習方法も重要です。質の向上を一層
図るために、家庭学習のノートを見合う、良い内容のものを紹介するというこれまでの手立てを継続
すると共に、中学生のノート紹介（小中一貫教育の取組の推進）なども考えていく必要があると考え
ます。 

 
④国語の「好き」「よくわかる」については全国平均より高い傾向が見られますが、算数の「好き」は低
く、苦手意識を持っている子の割合が高いことが窺えます。一人一人の躓きを見取り、少人数指導を
効果的に取り入れるなど、工夫した指導を進める必要があると考えます。 

 

 

４．全校的な改善策について 
（１）日常のテストの結果や学習状況の分析・考察をもとに、指導方法工夫改善に係る教諭、支援員や学

習指導員、学習サポート教員等の配置を工夫し、個に応じた指導の充実を図ります。 

（２）ＩＣＴ機器の有効活用によるわかりやすい授業づくりなどの改善に役立て、「主体的・対話的で深い

学び」を目指した授業改善に向けて自己評価を行います。また、「国語・算数の一単位時間の学習の

流れ」（言語タイム・復習タイム、課題把握、思考・意図的交流、終末の振り返り、まとめ、定着・

習熟時間の設定）の徹底を図ります。 

（３）九九検定・たしひき検定等の各種検定、百マス計算の実施などにより、基礎・基本の確実な定着と

繰り返し学習の徹底を図ります。 

（４）全国学力・学習状況調査および標準学力調査の過去問題の活用や、チャレンジテストの実施を通し

て、出題傾向や時間配分を踏まえて問題に取り組む力、最後まで諦めずに解答を記入・選択する力

などの育成を図ります。 

（５）家庭学習の手引きや生活リズムチェックシートを活用し保護者との連携により家庭学習の習慣化に

取り組む。年４回の家庭学習調査を実施し、学年×10分間以上の目標を達成していない児童には、

具体的な取組み方法（何を、どうやって、いつするか）をサポートします。また、学習意欲の向上、

自己肯定感を高めるためにキャリアパスポートを定期的に活用します。 

 
※ これらの改善策を実効性のあるものとするためにも、生活習慣の見直しや家庭学習の習慣の確立が 
必要になってきますので、保護者や地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 


